
 

 

  



 

～講評～ 

Ⅰ 万有引力と自転による遠心力との合力を用いた重力の問題。自転による遠心力の扱いに困ったかもしれない。 

Ⅱ 波の式・屈折・ドップラー効果の問題。それぞれが独立した問題であり、波の用語の空欄補充がある。最後の設

問の風のある中でのドップラー効果の問題以外は基本問題である。 

Ⅲ RLC 交流直列回路の問題。回路全体の平均電力を求める設問以外は基本問題である。 

 

昨年の後期試験同様、全体的に平易な問題である。また、前期試験に比べるとかなり易しい。試験時間 60 分で十

分解き切れる。75％は得点したい。 

 


